十月 二十 五日。 ( 一 九 三 〇 年) 

いよいよ モスクワ 出立、 出立、 出発！ 

朝 郵便局へ お 百度 を 踏んだ。 あまり 度々 書留 小包の 

窓口へ、 見 まがう かたなき 日本の 顔 を 差し出す ので、 

黄色い ボャボ ャの髪 をした 女 局員が 少しお こった 声で、 

もうあな た を 朝つ から 一 一十 遍も 見る じゃあり ま 

せんか！ 

と 云った。 

—— ご免なさい。 だが 私 はこの 我らの モスクワに 三 

年い たんです よ。 そして、 今夜 帰 るんで すよ、 日本へ。 

私 はまた 明日 来る わけに いかな いんだし、 私の ほかに 



あけたり しめたり した。 

Y が 帰って から、 アイ サッに 廻り、 荷物の あまり を 

まとめ、 疲れて、 つかれて、 しまいに は 早く 汽車が 出 

て ゆっくり 横になる だけが 待ち遠しかった。 午後 六 時 

十五 分。 

十月 一 一十 六日。 

三ル —プリ 十 力 ペイ キ。 正餐 二人前。 

ひどく やすくな つてい る。 一九二 七 年の 十二月 頃、 

行きの シベリア 鉄道の 食堂で は やっぱり 三 皿の 正餐 

(ス— プ • 肉 か 魚. 甘い もの) が 一 人前 ニル —プリ 半し 



た。 今度 は 三十 力 ペイ キの 鉱水 ナ ルザ ンが 一 瓶あって、 

この 価 だ。 おまけに、 ス— プに 肉が 入って いる！ 

正餐 を やすくして みんなが 食べられる ようにし、 夕食 

は 一 品ず つの 注文で 高く したの はソヴ エトら しく 合理 

的 だ。 

Y は ヴャト 力へ 着いたら 名物 の 煙草 いれ を 買う ん だ 

と、 がんばつ ている。 

車 室は暖 い。 疲れが 出て、 日本へ 向って 走って いる 

ので はなく、 どこか 内国 旅行して いるよう な 呑気な 気 

になって ころがりつ つ。 

—— 気をつけなさい。 ヴャト 力 は 日本人の 旧跡 だか 



ら。 自分が トン マです りに 会って、 シベリア 鉄道の 沿 

線に 泥棒の 名所が あるなん て 逆宣伝して 貰つ ちゃ 困る 

わよ。 

—— 大丈夫 さ！ 心得て いる。 

暗くな つて ヴャト 力へ 着いた。 ここ は ヴャト 力. 

ゥ エト ルジェ スキ ー 経済 区の 中心 だ。 列車が プラット 

フォ— ムへ 止る や 否や、 Y、 日本 紳士 をへ キエ キ さし 

て 「キム」 に 関係が あるか もしれ ぬと いう 名誉の 猜疑 

心 を 誘発 させた ところの 鞣 外套 を ひっかけて とび 出し 

てし ま つ た。 

後から、 駅の 待合室へ 行って 見た が、 そんな 名物の 



かりが ある。 のぼせて 商売 をして いる 女 売子の キラ キ 

ラ した 眼が、 小 舎の 暗い 屋根、 群集の 真黒い 頭の 波の 

間に 輝 やいて いる。 樺の 木箱、 蠟 石細工、 指環、 頸 飾、 

インク • スタンド。 

成程 これ は 余分な ル— ブル を ポケットに 入れて いる 

人間に とって は 油断なら ぬ 空間 的、 時間 的 環境 だ。 少 

くと もこ こに 押しよ せた 連中 は 一 一十 分の 停車時間の 間 

に、 たった 一 人の のぼせた 売子から 箱 か インク • スタ 

ンド か、 或は Y のように モスクワから 狙い をつ けて 来 

ている 巻 煙草 いれ か を、 我 ものにし、 しかも 大抵 間違 

いなく 釣銭まで とろうと 決心して、 ゆずる ことなく 押 



し 合い、 かたまって いるの だ。 同じ 空地、 もう 一 つ 売 

店が ぁリ、 そっちで パン を 売って いる。 そこ も 一杯の 

人 だ。 

三 点 鐘が 鳴って から、 Y、 車 室へ かえって 来た。 

十月 一 一十 七日。 

朝 窓 を あけたら、 黄色い 初冬の 草の 上に まだらな 淡 

雪が あった。 

杉林の 中の 小さい ステ ー シ ヨン。 わきの 丘の 上に 青 

と 赤、 ペンキの 色 あざやかな 農業 機械が 幾 台 も 並んで 

いる。 古い 土地が いかに 新しい 土地と なりつつ あるか。 



ソヴ エトが 五 力 年 計画で 四 〇〇 パ ー セント 増そうと し 

ている 農業 機械の これ は 現実的な 見本で ある。 

列車の 窓ガラスが 緑に なって しまう ぐらい、 松ば か 

り。 パッと 展望が 開いた。 地平線まで 密林が 伐採され 

ている。 高圧線の ャ ダラが 一定の 間隔 をお いて かなた 

へ。 —— いそいでもう 一 方 を 見たら、 電線 は 鉄道線路 

を 越えて、 再び ヒン デン ブルダの 前髪の ような 黒い 密 

林の かなた へ 遠く ッグミ の 群がと び 立 つ た。 今シべ リ 

ァを 寂しい 曠野と 誰が 云う ことが 出来よう。 

ェカテ リン ブル グ= スゥェ ルド 口 フス キ ー を 通過。 

モスクワ 時間と 二 時間の 差。 進んだ の だ。 列車 は 石造 



ステ— ショ ンのー 一階に あたる ような 高い ところに 止る。 

駅の 下、 街に 二 台幌型 フォ— ド があった。 列車の 中 か 

ら 見晴らせる だけのと ころに でも、 いくつか 新しい ェ 

場が 建ち かけて いる。 ウラル 地方 はこの ス ウエルド 口 

フス キ ー を 中心として、 CCCP の 大切な 石炭 生産地、 

農業 用 トラクタ— 生産地 だ。 一 九 三 〇 年、 アメリカの 

キヤ ピタ リストが ウラルと いう 名 をき いて 連想す るの 

は、 もう 熊 狩で はない。 

灰色 を 帯びた 柔 かい 水色の 空。 旧市街 は その 下に 午 

後のう つす リ 寒い 光 を 照り かえして いる。 足場。 盛に 

積まれ つ つ ある 煉瓦。 



十月 二十 八日。 

水色 やかん を 下げて Y が、 ヒョィ ヒョィ とぶ ような 

足つ きで 駅の 熱湯 供給 所へ 行く 後 姿 を、 自分 は 列車の 

デッキから 見送って いる。 あたり はすつ かり 雪 だ。 C 

CCP では 昔から どんな 田舎の 駅で も 列車の 着く 時間 

に は 熱湯 を 仕度して それ を 無料で 旅人に 支給す る 習慣 

だ。 だから しばしば 見る だろう。 汽車が 止る と ニッケ 

ル • やかん や ブリキ • やかん や 時には 湯 呑 一つ 持って 

プラット フォ— ムを 何処 へ か龃 けて ゆく 多勢の 男 を。 

茶 • 急須 • 砂糖 • コップ • 匙。 それ を も つてい るの は 



CCCP 巿民 だけで はない。 我々 だっても つてい る。 

今日は コル ホ— ズ (集団農場) の 大きい の を 見た。 

トラクタ ー が 働いての 収穫 後の 藁 山。 そこへ 雪が か 

かってい る。 

ああ はやく、 はやく！ あっちに 高い 「ェ レバ ー ト 

ル」 が 見える！ (ェ レバ ー トル は 麦 袋 を 貨車に つみ 込 

むた めの 自動的 運搬で ある。) 

『コ ンム— ナ』 という 地方 農民 新聞 を 手に入れた。 五 

日に 二度 発行、 十 頁、 オムスク 鉄道 バラ ビンス キ ー 停 

車 場内 鉄道 従業員 組合 ゥチ ー ク • そこが 編輯 所で ある。 

モスクワ 発行の 『ィ ズヴェ ス チア』 『プラウダ』 なんか 



はもう どんなにした つ て 一 一十 五日 以後の もの はよ めつ 

クリエ ルス キ— 

こない。 我々 は特 急に のって いる。 我々 の 列車が、 

モスクワ を 出て 三日 目 だのに 既に 十八 時間 遅れながら、 

社会主義 連邦 中枢よりの ニュ ー スを、 シベリアの とこ 

ろ どころ に 撒布し つ つ 進行して いる わけで ある。 

この 『コ ンム— ナ』 は 二十 七日の 分で ある。 深い 興 

味で 隅から隅まで 読んだ。 丁度 今 この 地方 は、 ゃ酪収 

穫 時に 入って いる。 「十月 一杯で バラ ビンス キ— 地方 

は 一九 〇 ツエ ント ネル (百 ポンド) の 牛酪 を バタ 生産 

組合へ 支給す る 予定 だ。 十月 二十日までに 一 三 五 ツエ 

ント ネル を 集めた。 九月の 生産 予定 計画 を 我々 は 七 五 



低下す る。 

上 ナザロ フ村 にもう 一 つ バタ 工場が ある。 そこの 建 

物 は ひどい 有様 だ。 扉 はこ われて いる。 寒くて 働け 

ぬ。 

この間 支配人 は クラスノヤルスク 村へ 牛乳 買 上 決算 

に 出かけた。 そこで 彼 は 三 昼夜べ ろべ ろに のんだ く 

れ、 その 結果と して、 バタ 工場に 属す 馬 を どっかへ 

なくして しま つ た。 

グロ デ— ェ フは三 頭 馬 を も つてい る。 以前 グロ デ— 

エフ は 何人 か 小作人 を もっていた。 現在 十九 歳の 小 

作 人 二 コ ライ . クリコフ を K つてい る。 



手帖に うつして いると Y、 赤 鉛筆 を こねて 切 抜の 整 

理 しな 力ら 

何ゴ ソゴ ソ している のさ。 

—— 知って る？ あなた。 牛乳 生産組合が どんな 風 

に 農民から 牛乳 を 集める か。 

CCCP で 集団 農業に 移ろうと した 時、 農民 及 政府 

双方で 一 番 困難した の は 家畜の 問題だった。 穀類 集団 

農業から 集団 牧畜へ。 これ は 常に 積極的 刺戟 を 加えら 

れ ている 点で ある。 この 新聞で 見る と 牛乳 協定 は 非常 

に 農民の 利益 を 計って 改正され ている。 去年の 牛乳 協 

定は 農民の 消費 を 考慮せ ずに された。 つまり 各 農 戸の 



人員 を 数えず、 バラ ビンス キ— 地方 一帯、 牛 一匹 一年 

六 • 六 ツエ ント ネル 平均と して 協定 標準が 定 つていた。 

各 農家 別にす ると、 

一頭 持 四 • 六 (ツエ ント) 

一 一頭 持 六 • 〇 ( 同 ) 

三 頭 持 七. 五 (同 ) 

ところが 今年 は 当地 方 平均 一 頭 宛の 標準 は 五 • 六 六 

六 ツエ ント ネルで、 各 農 戸に 対する 一 頭の 標準 は、 

一 匹 五 人家 族 三 • 〇 (ツエ ント) 

二 匹 八 人 同 四. 四 (同 ) 

と いう 工合で ある。 



大きい 河。 濁った あく 色 だ。 両岸、 雪が 白い。 地図 

を 見たら それが ィル トウ ウイ シェ 河だった。 オムスク 

巿が 鉄橋の かなたから はじまる。 

オムスク 四十 分 停車。 

ステ ー シ ヨン 構外の 物 売店 見物。 

バタが うんと ある。 

三つ 十五 力 ペイ キで トマト を 買った。 てのひらに 

のつ けて 雪道 を 歩く とそれ は 烏瓜の ようだった。 実際 

美味くなかった。 ナ ルザ ン 鉱泉の 空瓶 を もってって 牛 

乳 を 買う^ K。 ゴム 製 尻 あての ような 大きい 輪 パン 一 



ル— ブル。 となりの 車 室の 子供 づれの 細君が 二 つ 買つ 

てソ— ニヤと いう 六つば かりの 姉 娘の 腕に 一 つ、 

新しい 世界と いう インタ ー ナショナル 抜スィ のよう な 

名 を もった 賢くない 三つの 男の子の 腕に 一 つ 通して 

やって いる。 

耳が 痛い 位 寒い。 食堂で よく 会う 黒人 党員が いつも 

一 緒な 口 シ ァ 婦人 党員と 白い 息 を ハ— ハ —ふきながら 

愉快 この 上ない 顔つきで 散歩して いる。 一行 は ドイツ 

人 も アメリカ人 も 混って、 食事の 時 は 婦人 党員が ドィ 

ッ語、 英語、 ロシア語で やって いるの だ。 (モスクワ を 

立つ 前、 こんな 事件が あった。 何処かの 工場で ァ メリ 



力 技師 を 招聘した。 技師 は 職工 を 何人 かつれ て 来て、 

中に 黒人 労働者 もいた。 白人 職工が 何 かのこと で、 議 

論す る 間もなく いきなり 手 を 上げて 黒人の 仲間 を 殴つ 

た。 彼 は 故郷 自由の 国 アメリカ、 黒人に 対する 私刑が 

行われる とき は 巡査が 交通整理して 手伝って くれる 文 

明 国に いるの だと 感 違いした。 その 時 周囲に 目撃して 

いたの はソヴ エトの プロレタリア— トだ。 直ぐ その 場 

で 一 般 集会 —— 同僚 裁判が 開かれた。 その 白人 職工 は 

その 工場 労働者の 決議に よつ て アメリカへ 送還され 

た。) 



廻った からい いが …… 

これで 分った。 一昨日 食堂車へ わたる デッキの 扉の 

ガラスが 破れた 時、 何 心なく、 

—— 誰が わった の？ 

ときいた。 すると、 やっぱり この 若い、 党員で ある 車 

掌 は 珍しく 不機嫌に、 答えた。 

—— 知らないです。 

車掌 は 七十 五ル —プリの 月給 を 貰って いる。 CCC 

P で 勤労者 は 多くの 権利 を もち、 例えば 解雇す るに も 

工場で 作業 縮小の 場合 一 力 月の 内 三日 理由な く 休んだ 

場合、 二 力 月 以上 収監され た 場合の 外、 大体 労働者の 



芸術 座 小 舞台で 「我等の 青春」 という 国内 戦時 代の 

コム ソモ— ル (青年 共産 同盟 員) たちの 感情、 若さ か 

ら 誤謬 は 犯しながら 雄々 しく 実践で それ を 清算す る 働 

きぶり など を 歴史的に 見た 劇 を 上演して いる。 ハ バロ 

フス クへ 潜行 運動に ベザ イスが、 絵 を 描いた 貨車に 

のっかって 行く。 その 中途から 頼まれて のせて やった 

娘と そう 話す ので ある。 

我々 の 列車 も モスクワ を 出て 九日 目。 ハバロフスク 

の 手前 を 走って いる。 

ある 小さい 駅 を 通過した 時、 女が にない 棒の 両端へ 

木の 桶 をつつ て、 水汲みに 来たの を 見た。 駅の 横手の 



広つ ばに 井戸が ある。 井戸側 は 四角い。 ふたが ちゃん 

とついて いる。 大きな 輪が あって、 そこにつ いている 

小さい とってで 輪 を まわし、 繩を ゆるめて 水 を 汲み あ 

げる 仕掛に なって いる。 シベリアの 方で も 田舎の 井戸 

はこん な 形だった。 

日本で も 女が 水汲み をす る。 ロシアで も 女が やって 

いる。 そして、 この 担い 棒 を かついだ 女 村民の 部落に 

は 村ソヴ ェ トの 赤い 旗が 雪の下から ひるがえ つてい る。 

景色が 退屈 だから、 家に 坐つ てるような 心 持で いち 

んち 集団農場 『集団農場 • 暁』 を 読んだ。 

一九二 八 I 二 九 年、 ソヴ エト 生産 拡張 五 力 年 計画が 



着手され てから、 社会主義 社会 建設に 向って 躍進し は 

じめ たの は、 直接 生産に 従事して いる 労働者ば かりで 

はない。 画家 も、 作家 も、 キネ マの 製作者 も 総動員 を 

受けた。 彼等 芸術 労働者 は、 新しい ソヴ エト 生産 拡張 

の 現実、 それに つれて いちじるしい 変化 を 生じた 労働 

者 農民の 日常の 生 活 状態、 社会的 感情な ど を 芸術の 内 

にいき いきと 再現し、 さらに 芸術 を 通して 民衆の 階級 

的 自覚 を 社会主義 社会の 完成に 向って 一 歩 押し進めよ 

うとす る 重大な 階級 的 役割 を も つ た。 

若い キネ マ 製作者た ち は カメラ を もって、 農村へ、 

炭坑へ、 森林の 奥へ 進出した。 (そして、 日本の キネ マ 



愛好者 はト— キヨ— で、 傑作 「トルク シブ」 を 観た。) 

作家、 記者 は、 彼等の 手帖が 濡れる と 紫 インクで 書 

いたよう な 字になる 化学 鉛筆と を もって、 やっぱり 集 

団 農場 を 中心として 新 生活の はじめられ つ つ ある 農村 

へ、 漁場へ、 辺土 地方 (中央 亜細亜 や シベリア 極地) 

へ 出かけた。 作家の 団体 は 有志 者 を 募集し、 メイ エル 

ホリド の 若手 俳優 や 劇場 労働 青年の 遠征隊と 一 緒に、 

特別 仕 立の 列車で 文化 宣伝に モスクワ を 立 つ た。 

いろいろ 面白い 農村 新 生活の 記録の 報告が 現れた。 

国立 出版 所 は、 五 力 ペイ キゃ 二十 力 ペイ キの 廉価版 を 

作って、 それ 等 を 売り出した。 



いらない。 

十 一 月 三日。 

時計が また 一 時間 進んだ。 すっかり 極東 時間 —— 日 

本と 同じ 時間に なった。 モスクワ では、 時々 夜お そく 

なる まで 何 かしていて ふと 思い出し、 

—— 今日 本 何時頃 だろ。 

—— 今 II 二 時 だね、 じ や 九 時 だ 朝の。 もう 学校が 

はじま つ てる 

そんな こと を 話し合った。 

だが この ゥラジ ヴォス トク 直通列車 は、 二十 何時間 



東へ 来たらし い 景色で ある。 樹に とまって いる 雪が 

ふ つ くリ柔 かく ふくらんで いる。 

夜 食堂車に いたら、 四 人並び のテ— ブルの 隣り へ 

坐った 男が、 パリ パリ 高い 音を立てて 焼 クロ パ ー トカ 

(野鳥の 一種) をた ベながら、 ちょいと 指 をな めて、 

シべ リアに はもう 雪が ありまし たか？ 

と 自分に きいた。 ほんと に！ 沿海州 を 走って いるの 

だ。 

食堂車 内 は 今夜 賑やかだった。 ずっと モスクワから 

乗りつ づけて 来た もの は 長い 旅行が 明日 は 終ろうと す 

る 前夜の 軽い 亢奮で。 新しく 今日 乗り込んで 来た 連中 



は、 列車で はじめての 夕飯 をた ベながら。 —— (汽車 

スト 口— ヷャ 

の 食堂 は 普通の 食堂より 御馳走 だ。) シベリアに 雪 

は あるかと 訊いた 男が 通路の むこう 側の テ— ブルで 

やっぱり クロ パ— トカ をた ベ ている 伴れ の 眼鏡に 話し 

かけた。 

—— どう だね、 君ん ところの は？ 

目立たぬ 位 肩 を もちあげ、 

まあ こんな もんだろう。 

—— バタ はいいが、 いかにも 腹に こたえな いね、 尤 

も それでい いんだが …… 

焼 クロ パ— トカ 半身 一 皿 一 ル— ブル 五十 力 ペイ キ也。 



あっち こっちの テ— ブルで 知らない 者 同士が 他の 土 

地の 天候な どきき 合って いた。 

夜、 日本茶 を 入れての むのに、 車掌のと ころへ 行つ 

て さ ゆいり の コップ を 借りたら 年上の、 党員で はない 

方の 車掌が もし あま つ たら 日本茶 を 呉れと 行った。 

—— あなた 日本茶、 知ってい るの？ 青 いんです よ 

日本の 茶、 砂糖な しで 飲む の。 

知って ますと も！ よく 知って る、 中央アジア 

= タシケント にいた 時分 始終 のんで いました。 

あっち じ やい つも 青い 茶 を 飲 むんで す、 暑気 払いに 

大変い いんです。 



小さい カンの 底に 少し 入って いるまん ま 持って行つ 

たら、 手のひらへ あけて 前歯の 間で かんだ。 

—— これ はありが たい！ いい 茶です ね、 本物の 青 

茶 だ。 

十 一 月 四日。 

ゥラジ ヴォス トクへ いよいよ 明日 着き はっくが、 何 

時 だか 正確な ことが 分らない。 午前 一 一時 頃 かもしれ な 

い。 然し 五 時 頃 かもしれ な いんだ そうだ。 昨夜、 Y、 

気 を もんで、 若し 午前 二 時に 着く のなら ホテルへ 部屋 

がいる。 ゥラジ ヴォス トクの 某氏へ 電報 打とうと 云つ 



〇 年の 鉄道 貨物 は 二 億 八 千 百万 トンに なった。 二 九 

三 三年に は 三 億 三千 万 トンの 予定。) その 事実 はシべ 

リア を 通って ここまで 来る 間、 少し 主だった 駅に、 ど 

の 位の 貨車が 引き こまれ 積 荷の 用意 をし、 又は 白墨で 

いろんな 符牒 を 書かれ 出発 を 待って 引 こみ 線に いたか 

を 思い出す だけで 証明され る。 この 陸橋 だ つ てそう だ。 

もと、 この 駅に はこん なに 貨物列車の 長い 列が いくつ 

も 止ったり する ことはなかった ので ある。 通行人 は、 

のんきに ロシアの ル バシカと 長靴で 構内 線路 を 横切 つ 

て 歩いて いたのだろう。 

ところが、 貨車 は どんどん やって来、 もう その 下 を 



もぐって 往来し かねる ようにな つたので、 この 新しい 

木 橋が つくられた。 II 

新ら しい 陸橋 はこ こで 見た のが はじめて ではな か つ 

た。 どっか 手前で もう 二つば かり 見た。 

十 一 月 五日。 

あたり はま だ 暗い。 洗面所の 電燈の 下で 顔 を 洗って 

たら 戸をガ タガタ やつ て、 

もう 一 一十 分で ゥラ ジヴォ ス トクです！ 

車掌が ふれて 歩いた。 

Y、 寝す ごすと いけない というので、 昨夜 は ほ とん 



ど 着た まま 横にな つた。 上の 寝台から 下りて 来ながら、 

I いやに 寒い な！ 

いかにも 寒そう な 声で 云った。 

—— まだ 早い からよ、 寝 もたり ないしね。 

いくらか 亢奮 もして いるの だ。 車 室に は電燈 がつ け 

て ある。 外 をの ぞいたら、 日の出 まえの 暗 さ だ、 星が 

見えた。 遠くで 街の 灯が かがやい ている。 

永い 間 徐行し、 シグナルの 赤 や 緑の 色が 見える 構内 

で 一度と まり、 そろそろ 列車 は ゥラジ ヴォス トクの プ 

ラッ トフ ォ— ムへ 入った。 空の 荷物 運搬 車が 凍った コ 

ンクリ —トの 上に ある。 二人 か 三人の 駅員が、 眠げ に 



カンテラ を ふって 歩いて 来た。 

—— 誰も 出て ない？ 

—— 出て ない。 

荷物 を 出す 番 になって 赤帽が まるで 少ない。 みんな 

順ぐ り だ。 人気ない プラット フォ— ムの 上に 立って 車 

掌が おろした 荷物の 番をして いる。 足の 先に 覚えが な 

くな つた。 

II 寒いです ね。 

獵銃を 肩に かけて 皮 帽子 を かぶった 男が、 やっぱり 

荷物の 山の 前に 立って、 足ぶ みしながら 云った。 

—— ここ は 風が きつ いから 寒 いんです。 



馬車 を 見つけなければ ならな い の だそう だ。 

_ —— ここに 待って て！ いい？ 

Y、 赤帽 つれて どっかへ 去った。 十分 もして 赤帽 だ 

けが 戻って 来た。 最後の 荷物 を 運ぶ のにつ いてったら、 

駅の 正面に 驢馬み たいな 満州 馬に ひかせた 支那 人の 荷 

馬車が 止って て、 我々 の 荷物 は その上に つまれて いる。 

支那 人の 馬車 ひきは 珍しく、 三年 前 通った ハルビン 

の 景色 を 思い出させた。 三年の 間に 支那 も 変った。 支 

那は今 百 余の 県に 労働 兵卒 ソヴ ェ トをも つてい る。 

うまく 見つけた ろ？ 波止場まで 七ル— ブリ 

だ つ て。 



もう 明るい。 電車 はごくた まにし か 通らず、 人通り 

の少 い、 支那 人と ロシア 人が 半々 に 歩いて いる 街 を、 

馬車に ついて 行く。 右手に、 海が 見えた。 汽船 も 見え 

る。 

波止場まで 遠い。 Y、 小 走りで 先へ ゆく 荷車に 追い 

つ いたと 思う と 両手に 下げて た飽と 書類 入飽を 後から 

繩を かけた 荷物の 間へ 順々 に 放り あげ、 ひょいと 一本 

後に 出て る 太い 棒へ 横の りに なった。 尻尾の 長い 満州 

馬 は いろんな 形の 荷物と 皮 外套 を 着た Y と をのつ けて、 

石ころ 道 を 行く。 自分 は 歩道 を 相 変らず てく る。 てく 

る。 —— 



ていた。 来て 見る とそれ は 違う。 時間の 関係 か、 街 は 

おだやか だ。 港 もしず か だ。 海の 上 を 日が 照らして い 

る。 

自分 は、 一 口に 云えない 感情で 輝く 海のお もて を 見 

た。 

CCCP の、 ほんとの 端つ ぼが、 ここ だ。 

モスクワから ゥラ ジヴォ ス トクまで 九 千 一 一 百 三十 五 

キ ロメ ー トル。 ソヴ エト は 五 力 年 計画で ここに 新たな 

大 製麻 工場 を 建てようと している。 同時に、 日本海 を 

こえて 来る 資本主義、 帝国主義 を、 この 海岸から 清掃 

しょうと している。 かって ゥラジ ヴォス トクから コル 



チャック 軍と 一 緒に プロレタリア —， ^の ソヴ エト • 口 

シァ揉 潰し を 試みて 成功し なかった 日本 帝国主義 軍、 

自覚の ない、 動員され た 日本 プロレタリア —， ^の 息子 

たちが 出入りした。 次に、 利権 やと ゲイ シャと 料理屋 

の ォカミ が ゥラジ ヴォス トク を ひきあげた。 一 九 三 〇 

年の 今日、 朝鮮 銀行の 金棒 入りの 窓の 中には、 ソヴェ 

ト 当局に よ つ て 封印され た 金庫が ある。 

〔 一 九 三 一年 一、 二月〕 
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